
上田市立第六中学校 学校概要



本校の概要（令和５年度）

＊学級数 １２（特支３）

＊生徒数 ４１２名

＊職員数 ４３名

＊部活動数 １３（運動部１０ 文化部３）



第六中学校の歴史

・昭和53年 四中の過密化，川西中の適正規模化が
検討される

・昭和61年 六中開校準備委員会開設。四中、川西中
職員が総動員で準備作業

・昭和63年 旧小泉小跡地に六中開校
4月5日 第一回入学式が行われる



☆建学の精神 ☆教育計画 ☆校則
☆生徒会会則 ☆ＰＴＡ会則 ☆校歌
→いずれも何ひとつできていなかった。

開校当時･･･

→と言うより、作っておかなかった。



六中の理念

六中を愛し、育てようと集まった生徒・先生・
保護者・地域の英知を総集し、自らの手で建学

しようとした。

昭和63年 「六中教育に何を望むか」の声を
募り、 ３つのことばを集約。



昭和63年 6月 学校教育目標完成



8月 校歌完成 山本 太郎先生
「青春とは、仲良く似ることではない，飢えることだ。」
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生活努力目標

最後に皆が守れる
ようになればいい。
そのために全校で
努力する。
（初代生活委員長）

「生徒手帳」より抜粋

昭和63年 ２学期 学校のきまり完成











「こころのチキンスープ」
～第４章 死を見つめる～

『黄色いリボン』
ダイヤモンド社/1996
国内改訂版

一冊の本が一人を動かした



第20期生徒会長から発信された
伝統の黄色いリボン運動

黄色いリボン着用 ＝ いじめをしない、させない



黄色いリボン宣言
第一条 わたしたちは、いじめや差別、偏見を絶対に許しません。

第二条 わたしたちは、共に助け合い、仲間を大切にします

第三条 わたしたちは、相手を思いやり、自分を大切にしながら個性を尊重

しあいます

第四条 わたしたちは、周りの方々への感謝の気持ちを忘れずに、

素直な気持ちを持ちます

第五条 わたしたちは、お互いの喜びを２倍にし、悲しみを半分にすること

で、全校が過ごしやすく笑顔あふれる活発な六中にしていきます





ＩＣＴを活用し、教える授業から生徒が自ら学ぶ授業へ

教職員の意識が柔軟に変化





本校の不登校生の状況（直近４年間）
＊年間30日以上欠席した生徒の人数と割合
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長期欠席生徒数 全校に占める割合

Ｒ２年度から増加

14名(2.9%)

19名(3.9%)

30名(6.9%)

42名(9.8%)



サポートルームでの

不登校支援の多様化

・生徒の実態に合わせて

柔軟に対応

・生徒自身の自己決定を

尊重していく

代々受け継がれている

六中のマインドとマッチ

・生徒の自らの創意を重

んじ、努力を育てる

持続可能な支援環境づくりを目指して



上田市立第六中学校 校舎

生徒昇降口

教室棟

職員玄関

サポートルーム

Ｒ４年度 校内フリースクール（サポートルーム）を新設



待つ
・本人のエネルギーが貯まるまで

・自分から動き出そうとするまで

・信頼関係を築くことができるまで

不登校だった状態からサポートルームへ登
校することを始め、３年生になったらクラ
スへ戻れるように目標を決め、自分のペー
スで学習を進める２年生のAさん。

教室へ入るのが困難だった状態から、１日
の半分くらいの授業をクラスで参加できる
ようになってきた１年生のBさん。



支援の基本線は、多様性を受け入れ、待つこと

テスト勉強中

クラスの体育の
授業に参加中

休憩中
音楽を聞きながら

自習中

４校時の途中から
登校する予定

１－１女子

１－３女子

２－１女子

２－２女子

２－４女子

１－４男子



「校風」とは（初代校長 中澤仁一郎先生）

「過去の事実を後生に伝えたり、

事実を再現したりすることではなく、

その事実を生んだ『心』を大切にしていく

ことである。」

「 『校風』とは、過去の形骸を越えようとする

精神的な活動であろう。」



Ｒ５の課題：原点回帰
新しい風土・文化を創る学校に

ＩＣＴ利用？ ＩＣＴ活用？
→生徒が問いをもち、考えさせる場が授業に設定され
ているか

サポートルームを頓挫させない！

各生徒会活動の本来の目的＝先輩生徒や教師の「心」
が理解されているか？

「ふるさとタイム」をはじめとした地域とのつながり

がたった一度の発表会に留まっていないか？


